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本号では、No.148に続いて陳舜臣さんの自作漢詩集『澄懐集』(愛蔵版 1986 成瀬書房)と詩話『麒麟の志』

(1993 朝日新聞社)を取り上げました。

『
澄
懐
集
』
「
あ
と
が
き
」

■『澄懐集』は百十三部しか発行されておらず、まず、私の目に触れることはないと思っていたの

ですが、幸いなことに、『天空の詩人 李白』に甲子篇、乙丑篇併せて収録されています。

『天空の詩人李白』
(講談社)表紙

陳
舜
臣
さ
ん
の
本
で
自
筆
の
原
稿
が
つ
い
て
い
る
も
の

は
少
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
『
澄
懐
集
』
の
「
あ
と

が
き
」
を
全
文
転
載
し
ま
し
た
。
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◎
澄
懐

六
朝
の
画
人
宗
炳(

三
七
五―

四
四
三)
そ
う
へ
い

は
年
老
い
て
名
山
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
「
唯
当
澄
懐
観
道

臥
以
遊
之
」(

唯
だ
当
に
懐
を
澄
ま
し

ま
さ

お
も
い

て
道
を
観
、
臥
し
て
以
て
之
に
遊
ぶ
べ

み

が

し)

と
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(

『
宋
書
』
宋
炳
伝)

画
人
李
可
染
先
生
が
来
日
し
た
と
き
、
「
澄
懐
観

り
か
せ
ん

道
」
の
四
字
を
揮
毫
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
ろ
を

き
よ
め
て
す
べ
て
を
観
よ
。
文
章
も
書
画
も
お
な
じ

で
あ
る
。
こ
こ
ろ
を
き
よ
め
て
稿
を
練
る
と
、
し
ば

し
ば
こ
れ
で
よ
い
の
か
、
と
い
う
気
も
ち
に
な
る
。

六
十
に
な
っ
た
が
、
文
章
の
字
句
の
囚
人
に
だ
け
は

な
り
た
く
な
い
。
遠
く
ま
で
飛
ば
さ
れ
た
一
本
の
根

な
し
草
に
な
っ
て
も
、
地
に
か
か
と
が
ふ
れ
る
か
ぎ

り
、
高
く
伸
び
あ
が
っ
て
、
希
望
を
失
う
ま
い
、
柵

の
な
か
の
老
い
た
る
名
馬
も
、
曹
操
の
詩
に
「
老
驥
ろ
う
き

は
櫪
に
伏
す
も
志
は
千
里
に
在
り
」
と
い
う
よ
う
に
、

う
ま
や

昂
然
と
し
て
い
る
も
の
だ
。
わ
が
胸
の
薄
い
膜
に
ま

だ
残
ん
の
と
き
め
き
が
あ
り
、
わ
が
脳
が
ま
だ
は
げ

の
こ

し
い
流
れ
に
耐
え
う
る
う
ち
に
、
さ
あ
、
こ
の
人
の

世
の
舞
台
に
墨
を
ふ
り
か
け
、
凍
っ
た
筆
に
息
を
吹

き
か
け
、
原
稿
用
紙
を
ひ
ろ
げ
、
こ
こ
百
年
の
こ
と

ど
も
を
か
き
と
め
よ
う
。

■
『
風
騒
集
』
の
巻
頭
の
一
首
「
囘
顧
」
が
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
『
澄
懐
集
』
巻
頭
の
一
首
、
「
澄

懐
」
を
読
め
ば
題
名
の
意
味
が
分
か
り
ま
す
。

『澄懐集』 目次 及び 巻頭の一首「澄懐」

『
澄
懐
集
』
巻
頭
の
一
首
「
澄
懐
」

澄
懐
集

甲
子
篇

澄
懐

杖
郷
年

畬
族
福
湖
村

泉
州
開
元
寺

喜
張
和
平
君
還
郷

南
無
觀
世
音
菩
薩

一

南
無
觀
世
音
菩
薩

二

兵
馬
俑
歌

魚
文
頌

履
影

北
野
町

敦
煌
文
物

米
列
舊
居

威
尼
斯

※
ベ
ネ
チ
ア

大
英
博
物
館

老
虎

再
游
敦
煌

飛
天

算
命
曲

冬
至

※
は
加
筆

澄
懐
集

乙
丑
篇

迎
春

畫
花
郎

賀
婚

和
范
曾
先
生
韻

別
館
牡
丹
園

翡
翠

甲
子
同
年

級
友

哈
費
茲
廟

※
ハ
ー
フ
ィ
ズ(

詩
人)

廟

游
普
陀
山

和
王
安
石
游
洛
迦
山
韻

厦
門

和
從
維
熙
先
生
韻

歡
喜
歌

逆
旅

托
鉢

刺
舌

恵
理

示
左
其※

は
加
筆
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『澄懐集』所収の「畬族福湖村」と「喜張和平君還郷」の２首はいずれも、司馬遼太郎『街道をゆく 25

（閩のみち）』にも記述があり、既に、No.148で紹介しました。 このページでは、甲子篇の「泉州開元寺」

と乙丑篇の「別館牡丹園」を取り上げます。なお、「恵理」と「示左其」、二人の孫を詠んだ二首を巻末に置

いているのがほほえましい。

『澄懐集』 「泉州開元寺」、「別館牡丹園」補足

こ
ま
か
い
雨
の
ふ
り
け
ぶ
る
泉
州
開
元
寺

を
訪
れ
た
。
宋
代
建
造
の
東
西
両
塔
も
雨

に
ぼ
ん
や
り
と
か
す
み
、
春
景
色
も
ま
だ

か
す
か
で
あ
る
。
泉
州
は
刺
桐
城
と
も
呼

ば
れ
、
か
つ
て
は
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
世

界
最
大
の
貿
易
港
と
た
た
え
た
。
河
が
浅

く
な
っ
た
た
め
、
貿
易
港
の
地
位
を
厦
門
ア
モ
イ

に
譲
っ
た
が
、
多
年
つ
ち
か
っ
た
風
雅
の

伝
統
は
い
ま
も
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
四

年
前
訪
れ
た
と
き
は
、
弘
一
法
師(
李
叔
同
。

一
八
八
〇―

一
九
四
二
。
上
野
の
美
校
に

学
び
、
帰
国
後
、
出
家
し
、
泉
州
に
没
す)

の
金
石
作
品(

篆
刻)

展
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
し
、
こ
の
た
び
は
南
曲
を
聴
い
た
。

三
絃
あ
り
、
二
絃
あ
り
、
月
琴
、
胡
弓
、

銅
鑼
、
そ
し
て
笛
。
し
ず
か
に
、
だ
が
毅

然
と
し
て
鳴
る
柏
板
。
た
お
や
か
に
、
だ

は
く
は
ん

が
は
げ
し
い
も
の
を
訴
え
る
か
の
よ
う
な
、

抑
え
た
音
の
流
れ
、
そ
の
し
ら
べ
が
、
つ

ぎ
の
日
も
耳
か
ら
は
な
れ
な
い
。
お
も
い

は
、
は
て
し
な
く
、
雨
の
か
な
た
に
消
え

か
け
て
は
、
ま
た
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
清

明
の
三
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

開元寺西塔(編集委員撮影)

開
元
寺
東
塔(

編
集
委
員
撮
影)

神
戸
元
町
の
ふ
る
い
中
華

料
理
店
は
、
ゆ
た
か
で
あ
で

や
か
な
牡
丹
の
名
を
と
り
、

四
季
、
そ
の
場
で
風
味
を
調

し
て
い
る
。
先
代
の
王
さ
ん

は
、
料
理
は
人
の
心
を
近
づ

け
、
美
味
は
王
道
を
致
す
こ

と
さ
え
で
き
る
と
い
う
。
俎

を
操
り
鼎
を
負
う
者
の
誇
り

を
忘
れ
な
か
っ
た
。

別
館
牡
丹
園
主
人
王
炳
熾(

お
う
へ

い
し
ょ
く)

氏
は
素
と
余
と
友
誼
至
っ

も

て
篤
し
。
惜
し
い
哉
前
年
病
を
以

あ
つ

て
香
港
に
卒
す
。
菜
館
は
嗣
子
に

し
ゅ
っ

由
っ
て
之
を
継
ぐ
。
生
意
仍
お
興

な

隆
す
。

伊尹負鼎(俎)の故事■ 伊尹（いいん）は殷の湯王に仕
えようと欲したが、つてがなかった。そこで、有莘（ゆうしん）
氏の娘の嫁入りの時の付き人になって、鼎や俎を背負って
ついて行き、うまい料理をつくって湯にとり入り、ついに湯
に説いて王道をなしとげた。（『史記』「殷本紀」）

上は、現在、別館牡丹園に掛かっている陳舜臣さん

の書。七言絶句のあと、『史記』「殷本紀」の記述が

あるが、この部分については『澄懐集』にはない。
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ま
え
が
き

甲
子(

一
九
八
四)

乙
丑(

一
九
八
五)

丙
寅
・
丁
卯(

一
九
八
六
・
八
七)

・
雙
珠
燿

・
馬
刺
孜
基
遺
跡

・
阿
尼
遺
跡

・
西
冷
橋
秋
瑾

・
橋
山
黄
帝
陵

・
西
双
版
納

・
須
磨
寺
有
感

其
一

・
須
磨
寺
有
感

其
二

・
梶
山
季
之
十
三
囘
忌

・(

溥
傑

陳
舜
臣
先
生
に
貽
る)

・(

こ
れ
に
和
し
た
陳
舜
臣
の
詩)

戊
辰(

一
九
八
八)

・
酬
杜
宣
先
生

・
祝
新
光
貿
易
喬
遷

・
登
峨
眉
不
見
佛
光

・
峨
眉
偶
成

・
酬
陳
舜
臣
先
生

・
題
中
國
詩
人
傳

・
無
題

己
巳(

一
九
八
九)

・
徐
福
研
討
會

・
左
季
描
芍
藥
花

・
題
白
峰
僻
村
學
校

・
游
北
歐
有
懐

・
湖
畔

・
普
湖
七
月

※
プ
ル
べ
ス
湖

・
芬
京
朝
市

※
ヘ
ル
シ
ン
キ

・
不
空
羂
索
観
音

・
良
辨

・
谷
川
忘
歸
居

・
祝
中
華
同
文
學
校
創
立
九
十
周
年

庚
午(

一
九
九
〇)

・
蘭
亭
芭
蕉
園

・
寄
菊
翁

・
六
十
六
歳

・
忘
歸
居
初
夏

・
含
笑
花
樹

・
忘
歸
居
偶
成

・
含
笑
苑
晩
景

・
寄
河
上
民
雄
氏

・
漢
陽
研
討
會

・(
威
尼
斯
ベ
ネ
チ
ア
に
て)

・
囘
鄕

・
鄕
路
其
一

・
鄕
路
其
二

・
戯
作

辛
未
・
壬
申

(

一
九
九
一
・
九
二)

・
伊
斯
坦
堡
懐
顧

・
蒙
古
行

・
銀
山
鐵
壁

・(

張
虎
生
氏
作
七
言
絶
句)

・
和
張
虎
生
先
生
韻

・(

高
良
倉
吉
氏
に
寄
せ
た
二
首)

其
一

其
二

・
琉
球
台
風

・
遊
琉
球

・
古
希
有
感

其
一

・
古
希
有
感

其
二

■
本
書
の
題
名
は
、
右
に
あ
げ
た

「
古
希
有
感

其
二
」
の
最
終
の

句
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
兵
庫
県
氷
上
郡
山
南
町
の
谷

川
に
、
さ
さ
や
か
な
仕
事
場
を
つ
く
っ
た
。

仕
事
場
と
い
う
よ
り
は
休
息
の
た
め
の
山
荘

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。…

。
次
の
七

絶
を
つ
く
り
、
詩
句
に
ち
な
ん
で
、
「
忘
歸

居
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。

『麒麟の志』目次及び収録作品並びに補足

「
己
巳
」
年
の
一
首
「
谷
川
忘
歸
居
」

『麒麟の志』については前号(No.148)で取り上げ、「まえがき」も、ほぼ全文掲載しました。『麒麟の志』は

古希記念の詩集で、詩作年月からいうと、既に言及しました還暦記念の『風騒集』に続く10年ほどの作品が収録

されています。また、目次は、甲子、乙丑、というように年ごとになっています。従って、自釈のほか、そこにエッ

セイを折り込んでいるとはいえ、前半(目次の甲子及び乙丑)に収録されている約40首は『澄懐集』と重なります。

従って、ここでは、『澄懐集』と重複する部分は省略し、それ以降について簡単に補足します。

朝日文芸文庫表紙

目次の干支の下、カッコ内の西暦は加筆


